
多古中図書館だより 
 

  

 

 

3年生の皆さん、ご卒業おめでとうございます。皆さんはこの 3年間でさまざまな本と出会い、たくさんの感動

を体験したことでしょう。それは心の栄養となり、生きていくための大きな力となります。4月からの新しい生

活でも、たくさんの本との出会いを楽しんでください。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和６年３月号 

多古町学校司書 

 3年生特別号 

卒業する 3年生へ贈りたい本 

お知らせ（３年生へ） 

☆個人で借りている本は、 

 ３月８日（金）までに、全て返却 

 をしてください。 

☆学級文庫で未返却の本もありま 

 すので、自宅やロッカーなどを 

 探してみてください。 

 お願いします。 

図書室の本をたくさん利用した

３年生（３年間） 

👑３－３ 楓さん 

👑３－１ 創太さん 

👑３－２ 幹汰さん 

👑３－１ 煌太さん 

👑３－１ 小雪さん 

👑３－２ 悠暉さん 

👑３－１ 樹里さん 

👑３－２ なるみさん 

👑３－2  実里さん 

 これからも、たくさん本を読んで

ください。 

≪令和５年度よく読まれた本≫ 

令和６年２月末現在 

★君の膵臓を食べたい 

★おいしいごはんが 

     食べられますように 

★あの星が降る丘で、 

     君とまた出会いたい。 

★海に願いを風に祈りを 

     そして君に誓いを 

★図書室の奥は秘密の相談室 

★キノの旅シリーズ 

★はたらく細胞シリーズ  など 

『マイ・プレゼント』 

    青山美智子：著 PHP研究所 

 昼の放送でも紹介した本です。まるで

詩のような短い物語がたくさん詰まって

います。皆さんに一番おすすめなのは、

「私が一番すごいって知ってる」です。

勇気をもらえる物語です。 

『一〇五度』 

   佐藤まどか：著 あすなろ書房 

 椅子のデザイナーを目指す中学3年生

の青春小説です。自分の夢と父の期待と

の間で揺れる思いや、椅子職人の祖父に

人と人とのつながりを教わり、主人公が

成長していく姿が気持ちいい作品です。 

『成瀬は天下を取りにいく』 

       宮島未奈：著 新潮社 

 賢いけど変人と言われている成瀬あか

りの中２から高３までの活動を描いた６

つの短編集です。彼女の数々の挑戦を、 

楽しみながら見届けたくなる作品です。

続編も出ているので、こちらもどうぞ。 

『おとなになるってどんなこと？』 

     吉本ばなな：著 筑摩書房 

 著者が自分の人生を振り返り、勉強や

友達、生と死などについてのメッセージ

をつづった本です。「大人になんかならな

くたっていい、ただ自分になっていって

ください」とても優しい言葉です。 


